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１．概要（Summary） 

 本研究の目的は，癌細胞が，自発的に癌細胞立体組

織（微小癌）を構築するマイクロ・ナノサイズのパタ

ーン基板を開発することである．マイクロサイズのパ

ターン内部にナノサイズの表面粗さを作製する. 本研

究により，in vitro で，より生体内に近い癌組織構造を

癌細胞から簡単に再現できる．これにより，これまで

実現不可能であった in vitro で微小癌を生きたままリ

アルタイムで観察（ライブイメージング）することが

可能になった． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

両面マスクアライナ（ズースマイクロテック社製：MA-6）、ICP

加工装置（エリオニクス社製：EIS-700） 

【実験方法】 

微細加工技術によるマイクロサイズ＋ナノサイズの表

面粗さがあるパターン（マイクロナノ基板）をフォトリ

ソグラフィー法を用いてガラス基板上に作製した（特許

出願済）（図 1）。パターン上に細胞を培養するためにガ

ラス基板上に細胞の吸着を防ぐポリマー（2-メタクリロ

イルオキシメタル・ホスホリルコリンポリマー：MPC ポ

リマー）をコーティングした。さらに、マイクロサイズ

のパターン内部にナノサイズの表面粗さをつけた。マイ

クロナノ基板上に膵癌細胞を培養し、ライブイメージン

グおよび、共焦点レーザー顕微鏡を用いた蛍光イメージ

ングによる三次元解析を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 
 

Fig.1 Schematic overview of: (1-4) Preparation of 

the micro-patterned plate, and (5-7) Cell-culture.

 

Fig. 2 Microtumors anchored to the micro/ 

nanoplate 



 
 

マイクロナノ基板は、スフェロイドとは異なるダイナ

ミックな組織運動能を獲得した膵癌の微小癌を in vitro

で容易に再現できた（図 2）。当該技術はガラス基板上

にシンプルな表面加工を施すだけであるため将来の新薬

開発への応用展開できるハイスループット化も可能と考

えられる。 
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